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全
国
町
村
会
は
、農
業
・
農
村
政
策
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
提
言「
都
市
・
農
村
共
生
社
会

の
創
造

－

田
園
回
帰
の
時
代
を
迎
え
て

－

」

を
9
月
10
日
に
発
表
し
た
。

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
都
市
・
農
村
共
生
社

会
」
は
「
共
生
・
対
流
」
な
ど
と
い
う
表
現

で
、
い
ま
ま
で
も
言
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
今
回
は
、「
田
園
回
帰
」
の

社
会
的
潮
流
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
中
で
の
提

言
で
あ
る
点
で
ス
テ
ー
ジ
が
異
な
る
。
若
者

を
中
心
と
し
た
農
山
漁
村
移
住
が
活
発
化
し

て
い
る
と
い
う
報
道
や
中
高
年
の
カ
ン
ト

リ
ー
ラ
イ
フ
を
紹
介
す
る
Ｔ
Ｖ
番
組
等
は
、

今
や
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
提
言
は
、
農
業
・
農
村
政
策
を
め

ぐ
る
国
と
地
方
自
治
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
構
築
を
強
調
し
て
い
る
。
農
政
は
、
国

が
決
め
て
、
地
方
自
治
体
が
執
行
す
る
政
策

が
多
い
。
そ
の
中
で
、
制
度
や
補
助
金
の
使

い
勝
手
の
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
提
言
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

分
担
を
明
確
化
し
、
そ
の
う
え
で
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
こ
と
の
必
要
性
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
提
言
作
り
を
リ
ー
ド

し
た
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
経
済
農
林
委

員
会
・
杉
本
博
文
委
員
長
（
福
井
県
池
田
町

長
）
は
こ
の
関
係
を
「
相
棒
関
係
」
と
表
現

す
る
。
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」は
従
来
か
ら「
連
携
」「
協
力
」な
ど

と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、「
相
棒
関
係
」
の
方
が

遙
か
に
迫
力
が
あ
る
。な
に
よ
り
も
、「
相
棒

関
係
」が
成
立
す
る
た
め
に
は
、両
者
の
そ
れ

ぞ
れ
が
自
立
し
た
主
体
で
あ
り
、
か
つ
信
頼

関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
地
域
レ
ベ
ル
で
は
「
農
村
価
値

の
創
生
」
と
い
う
目
的
、国
レ
ベ
ル
で
は
「
食

料
自
給
率
の
向
上
」
と
い
う
目
的
が
あ
り
、

そ
の
次
元
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
時
に
は
両

者
は
緊
張
関
係
を
持
っ
て
調
整
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
必
要
な
の
は
、当
然
「
親
分
・

子
分
関
係
」
で
は
な
く
、ず
る
ず
る
し
た
「
お

友
達
関
係
」
で
も
な
い
。
ま
さ
に
「
相
棒
関

係
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
関
係
構
築

に
は
町
村
の
主
体
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
提
言
は
、「
・
・
・
町
村
自
ら

の
政
策
立
案
能
力
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な

る
。
農
村
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
我
々
町

村
に
と
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
制
度
の
提
案

は
、『
覚
悟
』
の
表

明
で
も
あ
る
」
と
し

て
い
る
。

「
田
園
回
帰
」「
相

棒
」「
覚
悟
」
と
、

い
さ
さ
か
大
時
代
的

な
表
現
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
実
は
今
こ

そ
必
要
な
こ
と
が
満

載
の
提
言
で
あ
る
。

町
村
関
係
者
は
あ
ら

た
め
て
注
目
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
去
る

コラム

農
政
の
「
相
棒
関
係
」

明
治
大
学
教
授
　
小
田
切
　
徳 

美

お

ぎ
り

と
く

だ

み

毎年９月１日に宇治田原
町湯屋谷地域で行われる
神事「大滝祭」は、お神酒
を飲ませたウナギを滝壺
に放つ珍しい伝統行事。こ
の日は３匹のウナギを放
ち、五穀豊穣や地域の安全
を祈願した。

大滝祭（京都府宇治田原町）
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活 動

▲  菅官房長官（右から３人目）に面談する藤原会長（左か
ら３人目）

高市総務大臣（中央）二之湯総務副大臣（左から3人目）

▲

赤間総務大臣政務官（右）に面会する藤原会長（左）

地
方
六
団
体
は
9
月
24
日
に
首
相
官
邸

で
菅
官
房
長
官
と
、
ま
た
総
務
省
で
高
市

総
務
大
臣
、
二
之
湯
総
務
副
大
臣
、
赤
間

総
務
大
臣
政
務
官
と
面
談
を
行
い
、「
地

方
創
生
の
推
進
に
向
け
て
」
要
請
書
を
提

出
（
町
村
週
報
2
8
9
1
号
参
照
）、
併

せ
て
、
地
方
創
生
の
推
進
に
際
し
①
国
の

構
造
改
革
に
よ
る
地
域
間
格
差
の
是
正
②

地
方
の
主
体
性
を
尊
重
し
た
施
策
の
実
現

に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
。
本
会
か
ら
は

藤
原
会
長
（
長
野
県
町
村
会
長
・
川
上
村

長
）
が
出
席
し
た
。

菅
官
房
長
官
と
の
面
談
に
際
し
、
藤
原

会
長
か
ら
は
「
最
近
の
若
者
を
中
心
と
し

た
農
村
回
帰
の
現
象
と
い
う
流
れ
に
の
っ

て
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
け
れ
ば
、
今
ま
で
と
は
違
う
方

向
で
の
地
方
の
再
生
が
で
き
る
。
町
村
会

で
も
こ
の
度
「
人
口
減
少
対
策
に
関
す
る

有
識
者
懇
談
会
」
を
立
ち
上
げ
、
町
村
に

お
け
る
対
応
策
等
を
し
っ
か
り
掘
り
下
げ

て
調
査
し
て
い
る
の
で
、
機
会
あ
る
ご
と

に
、
国
の
方
に
意
見
と
し
て
提
出
し
た
い

と
思
う
の
で
宜
し
く
お
願
い
す
る
」
と
の

発
言
が
あ
り
、
菅
官
房
長
官
か
ら
は
、「
そ

の
よ
う
な
町
村
か
ら
の
意
見
は
大
変
貴
重

な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

■首相官邸

■総務省
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活 動

▲冒頭に発言する石破地方創生担当大臣

▲本会からは藤原会長が出席

村
回
帰
の
動
き
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に

は
、
都
市
の
人
々
に
農
村
の
持
つ
魅
力
に

注
目
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
農
村
も
自

ら
の
価
値
を
増
大
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。本
会
が
先
般
取
り
ま
と
め
た「『
都
市
・

農
村
共
存
社
会
の
創
造
』を
掲
げ
た
農
業
・

農
村
政
策
に
関
す
る
提
言
」
に
あ
る
、
自

治
体
の
「
農
村
価
値
創
生
政
策
」
へ
の
主

体
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
都
市
・
農
村
の

共
生
社
会
の
創
造
が
「
都
市
の
安
定
と
農

村
の
安
心
」
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。

提
言
に
対
す
る
理
解
と
支
援
を
お
願
い
し

た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
各
々
の
地
域
が
抱
え
る
多
様
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
従
来
各
省
縦
割

り
の
補
助
金
で
は
な
く
、
地
方
が
主
体
的

に
地
方
創
生
に
取
り
組
め
る
包
括
的
な
交

付
金
の
創
設
を
要
請
。
特
に
過
疎
、山
村
、

離
島
な
ど
条
件
不
利
地
域
を
多
く
抱
え
る

町
村
に
対
し
特
段
の
配
慮
を
求
め
た
。
併

せ
て
、
本
会
が
立
ち
上
げ
た
「
人
口
減
少

対
策
に
よ
る
有
識
者
懇
談
会
」
に
お
い
て

も
、
町
村
の
課
題
を
洗
い
出
す
と
と
も
に

対
応
策
を
議
論
し
て
い
る
の
で
、
機
会
あ

る
ご
と
に
地
方
の
意
見
を
聞
き
反
映
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
よ
う
訴
え
た
。

最
後
に
、
農
村
文
化
や
潜
在
資
源
の
掘

り
起
こ
し
、
都
市
と
の
交
流
に
よ
る
新
し

い
文
化
の
創
造
が
定
住
に
繋
が
る
と
改
め

て
指
摘
し
た
。

地
方
六
団
体
は
9
月
24
日
、
地
方
創
生

担
当
大
臣
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
政

府
か
ら
は
石
破
地
方
創
生
担
当
大
臣
、
平

内
閣
府
副
大
臣
等
が
出
席
。
ま
た
本
会
か

ら
は
藤
原
会
長
（
長
野
県
町
村
会
長
・
川

上
村
長
）
が
出
席
し
た
。

こ
れ
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
」
に
お
い
て
、
人
口
減
少
克
服
・

地
方
創
生
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
実
行

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
国
と
地
方
が
総
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
た
め
の
指
針
で
あ
る

国
の
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
総
合
戦

略
」
の
決
定
に
際
し
、
地
方
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、
政
策
の
調
整
を
行
う

地
方
創
生
担
当
大
臣
が
地
方
六
団
体
に
対

し
行
っ
た
も
の
。

会
議
に
先
立
ち
、
石
破
地
方
創
生
担
当

大
臣
か
ら
は
、
今
の
ま
ま
で
は
限
界
集
落

が
限
界
市
町
村
、
限
界
国
家
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
期
間
的
な
猶
予
が
あ
ま
り
な

い
状
況
で
あ
る
。
地
域
の
こ
と
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
一
番
よ
く
知
っ
て
お
り
、
地

方
の
自
発
的
な
取
り
組
み
を
国
と
し
て
全

面
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。
地
方
創
生

は
国
と
地
方
の
共
同
作
業
で
あ
る
と
と
も

に
、
地
域
の
住
民
と
行
政
・
議
会
が
一
体

と
な
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
成
就
さ
れ
な
い

の
で
、そ
の
点
も
ご
配
慮
い
た
だ
き
た
い
。

従
来
の
施
策
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、
国

家
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
事
業

を
や
ら
な
け
れ
ば
今
の
状
況
を
変
え
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
基
本
政
策
検
討
チ
ー
ム

を
作
る
の
で
、
従
来
の
施
策
の
検
証
に
基

づ
い
た
ご
提
案
を
承
り
た
い
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
地
方
六
団
体
を
代
表

し
て
山
田
全
国
知
事
会
長
か
ら
、
東
京
一

極
集
中
の
是
正
な
ど
都
道
府
県
や
市
町
村

の
ア
イ
デ
ア
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
も
の

も
あ
る
の
で
、
国
と
し
て
構
造
的
な
改
革

を
進
め
て
欲
し
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
提
出
資
料
の
説
明
の
後
、
意

見
交
換
に
入
り
、
藤
原
会
長
か
ら
は
、
農
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会
長
が
出
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政 策

治
体
の
事
業
費
負
担
は
、
国
が
実
質
肩
代

わ
り
す
る
震
災
復
興
特
別
交
付
税
で
支
え

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
各
省
の
事
業
規
模
の
見
通
し
が
立
っ
て

い
な
い
た
め
だ
。

地
方
創
生
や
人
口
減
少
対
策
を
め
ぐ
っ

て
は
、「
10
、
20
年
と
長
期
的
に
取
り
組

ま
ね
ば
な
ら
ず
安
定
し
た
財
源
が
必
要
」

（
自
治
財
政
局
）
と
い
う
観
点
か
ら
、
国

税
5
税
の
約
3
割
を
繰
り
入
れ
て
い
る
交

付
税
の
「
法
定
率
分
」
の
引
き
上
げ
を
事

項
要
求
し
た
。

消
費
税
10
％
織
り
込
ま
ず

概
算
要
求
に
合
わ
せ
、
自
治
体
が
翌
年

地
方
交
付
税
や
恩
給
費
を
除
く
一
般
歳

出
は
9
4
7
億
円
増
の
4
、
4
3
3
億
円
。

こ
の
う
ち
、
成
長
戦
略
や
地
方
創
生
の
関

連
施
策
に
予
算
を
重
点
配
分
す
る
特
別
枠

「
新
し
い
日
本
の
た
め
の
優
先
課
題
推
進
枠
」

に
4
3
5
億
円
を
計
上
。そ
の
他
の
政
策

的
経
費
は
5
1
2
億
円
増
の
3
、
9
9
8

億
円
で
、
16
年
1
月
か
ら
運
用
が
始
ま
る

社
会
保
障
と
税
の
共
通
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
準
備
経
費
や
15
年
に
実
施
す
る

国
勢
調
査
の
経
費
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策
経

費
は
、
例
年
通
り
通
常
の
歳
出
入
と
は
別

枠
で
整
理
、
具
体
的
な
金
額
を
示
さ
な
い

「
事
項
要
求
」
と
し
、
年
末
の
予
算
編
成

過
程
で
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
被
災
自

度
の
地
方
財
政
の
姿
を
早
い
段
階
か
ら
想

定
し
や
す
い
よ
う
、15
年
度
地
方
財
政
収
支

の
仮
試
算
を
ま
と
め
た
。
機
械
的
に
計
算

し
た
仮
置
き
の
数
値
で
、
15
年
10
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の
8
％
か
ら
10

％
へ
の
引
き
上
げ
も
織
り
込
ん
で
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
仮
試
算
に
よ
る
と
、
地
方

全
体
の
歳
出
・
歳
入
規
模
は
前
年
度
比

1・7
％
増
の
84
兆
8
、
0
0
0
億
円
。歳
出

の
う
ち
給
与
関
係
費
は
同
0・
8
％
増
の
20

兆
5
、
0
0
0
億
円
と
見
積
も
っ
た
。
人

事
院
が
14
年
度
の
国
家
公
務
員
給
与
と
期

末
・
勤
勉
手
当
の
引
き
上
げ
を
勧
告
し
た

こ
と
を
受
け
、
同
年
度
の
地
方
公
務
員
給

与
も
同
様
に
上
が
る
と
み
な
し
、
15
年
度

も
同
水
準
に
な
る
と
仮
置
き
し
た
結
果
だ
。

一
般
行
政
経
費
は
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
う
社
会
保
障
費
の
自
然
増
と
、
消
費
税

率
の
5
％
か
ら
8
％
へ
の
引
き
上
げ
を
財

源
と
し
た
社
会
保
障
の
充
実
に
取
り
組
む

自
治
体
の
地
方
負
担
分
の
増
加
を
見
込

み
、
同
2
・
9
％
増
の
34
兆
2
、
0
0
0

億
円
と
し
た
。

14
年
度
に
創
設
し
た
「
地
域
の
元
気
創

造
事
業
」
は
4
、
0
0
0
億
円
、
歳
出
特

別
枠
の
「
地
域
経
済
基
盤
強
化
・
雇
用
等

対
策
費
」
は
1
兆
2
、
0
0
0
億
円
と
、

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と
同
額
で
仮
置
き
し

た
。
投
資
的
経
費
も
直
轄
・
補
助
が
5
兆

8
、
0
0
0
億
円
、
単
独
が
5
兆
2
、
0

0
0
億
円
の
計
11
兆
円
と
、
前
年
度
と
同

額
で
試
算
し
た
。
そ
の
他
の
区
分
で
は
、

不
交
付
団
体
の
「
水
準
超
経
費
」（
地
方

財
政
計
画
の
標
準
的
行
政
水
準
を
超
え
る

必
要
経
費
）
が
地
方
税
収
の
伸
び
に
よ
り

増
加
す
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
同
1
・

6
％
増
の
17
兆
9
、
0
0
0
億
円
に
な
る

と
見
込
ん
だ
。

こ
う
し
た
結
果
、
公
債
費
な
ど
を
除
い

た
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
同
1
・

7
％
増
の
68
兆
9
、0
0
0
億
円
と
な
っ
た
。

一
般
財
源
、交
付
団
体
は
0
・
8
％
増

歳
入
で
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
ほ

か
、
景
気
回
復
に
よ
る
法
人
関
係
税
な
ど

の
税
収
増
を
見
込
み
、
地
方
税
を
同
5
・

7
％
増
の
37
兆
2
、0
0
0
億
円
と
試
算
。

地
方
税
収
が
増
え
る
た
め
、
国
と
地
方
の

折
半
対
象
財
源
不
足
額
は
圧
縮
さ
れ
る
。

こ
れ
に
伴
い
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
発
行

が
抑
制
さ
れ
る
が
、
過
去
に
発
行
し
た
分

の
元
利
償
還
財
源
を
賄
う
た
め
の
発
行
分

を
見
込
み
、
同
0
・
9
％
減
の
5
兆
5
、

0
0
0
億
円
。
減
少
幅
は
ご
く
小
さ
な
も

の
に
と
ど
ま
り
、
地
方
債
全
体
も
同
1
・

0
％
減
の
10
兆
4
、0
0
0
億
円
と
し
た
。

交
付
税
は
５
・
０
％
減
の
16
兆
円
＝
地
方
創
生
へ
新
た
な
地
財
措
置
検
討
＝

総
務
省
の
2
0
1
5
年
度
予
算
概
算
要
求
の
総
額
は
、
一
般
会
計
ベ
ー
ス
で

前
年
度
予
算
と
比
べ
22
億
円
減
の
16
兆
9
、1
0
5
億
円
と
な
っ
た
。
自
治

体
に
配
る
出
口
ベ
ー
ス
の
地
方
交
付
税
総
額
は
、
地
方
税
収
の
伸
び
を
受
け

同
5
・
0
％
減
の
16
兆
4
5
0
億
円
と
し
た
。
要
求
に
合
わ
せ
、
地
方
創
生

と
人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
た
財
源
確
保
の
た
め
、
新
た
な
地
方
財
政
措
置

を
検
討
し
て
い
く
方
針
を
提
示
。
そ
の
取
り
扱
い
は
、
年
末
の
地
方
財
政
対

策
を
め
ぐ
る
財
務
省
と
の
折
衝
で
も
焦
点
の
一
つ
と
な
り
そ
う
だ
。
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国
庫
支
出
金
は
社
会
保
障
費
の
自
然
増

な
ど
か
ら
、
同
1
・
8
％
増
の
12
兆
7
、

0
0
0
億
円
と
試
算
。
地
方
特
例
交
付
金

は
同
0
・
5
％
減
と
見
込
ん
だ
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税
、
臨
時
財

政
対
策
債
な
ど
を
合
わ
せ
た
一
般
財
源
総

額
は
同
2
・
1
％
増
の
61
兆
6
、
0
0
0

億
円
で
、
前
年
度
の
地
方
財
政
計
画
と
実

質
的
に
同
水
準
を
見
込
ん
だ
。
地
方
交
付

税
は
出
口
ベ
ー
ス
で
同
5
・
0
％
減
と
試

算
し
た
が
、
交
付
団
体
ベ
ー
ス
の
水
準
超

経
費
を
除
い
た
一
般
財
源
総
額
を
見
る
と
、

同
1
・
3
％
増
の
60
兆
2
、
0
0
0
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

別
枠
加
算
、
1
0
0
0
億
円
減

地
方
交
付
税
の
算
定
基
礎
に
つ
い
て
詳

し
く
見
て
み
る
。
ま
ず
、
原
資
と
な
る
国

税
5
税
の
税
収
を
推
計
し
、
一
般
会
計
か

ら
交
付
税
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
入
り

口
ベ
ー
ス
で
同
0
・
3
％
減
と
、
前
年
度

と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
15
兆
9
、
7
8
6
億
円

と
仮
置
き
。

内
訳
は
国
税
5
税
の
法
定
率
分
が
同

8
・
9
％
増
の
12
兆
9
、
5
8
5
億
円
で
、

こ
れ
か
ら
07
、
08
両
年
度
の
減
額
清
算
分

2
、
4
8
6
億
円
を
差
し
引
く
一
方
、

（
1
）法
定
加
算
な
ど（
4
、9
2
6
億
円
）

（
2
）別
枠
加
算（
5
、1
0
0
億
円
）（
3
）

折
半
対
象
財
源
不
足
額
の
国
費
負
担
分
で

あ
る
臨
時
財
政
対
策
特
例
加
算（
2
兆
1

7
4
億
円
）－

と
い
う
一
般
会
計
か
ら
の

加
算
分
3
兆
2
0
0
億
円
（
同
26
・
7
％

減
）
を
プ
ラ
ス
。
さ
ら
に
、
地
方
法
人
税

や
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
を
足
し
こ
み
、

交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
償
還
額
（
3
、

0
0
0
億
円
）
や
借
入
金
利
子
1
、
7
1

2
億
円
を
差
し
引
く
な
ど
し
た
結
果
、
出

口
ベ
ー
ス
で
同
5
・
0
％
減
の
16
兆
4
5

0
億
円
と
試
算
し
た
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
対
策

の
一
環
と
し
て
09
年
度
に
導
入
さ
れ
た
別

枠
加
算
は
、
そ
の
後
の
税
収
回
復
を
踏
ま

え
、
14
年
度
の
地
方
財
政
計
画
で
前
年
度

の
9
、
9
0
0
億
円
か
ら
6
、
1
0
0
億

円
に
縮
小
さ
れ
た
。
15
年
度
は
地
方
税
収

が
さ
ら
に
回
復
す
る
と
見
込
ん
で
、
さ
ら

に
1
、
0
0
0
億
円
を
削
っ
た
形
で
仮
置

き
。
し
か
し
、
財
務
省
は
別
枠
加
算
の
全

廃
を
主
張
し
て
お
り
、
年
末
に
か
け
て
難

し
い
調
整
が
迫
ら
れ
る
。

地
方
法
人
税
は
、
14
年
度
税
制
改
正
で

地
域
間
の
税
収
格
差
是
正
策
と
し
て
創
設

が
決
定
。
法
人
住
民
税
の
一
部
を
国
税
化

し
、
地
方
交
付
税
特
別
会
計
に
直
接
繰
り

入
れ
て
配
り
直
す
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
、

14
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
。
15
年
度
の

地
方
財
政
計
画
か
ら
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
仮
試
算
で
は
1
、
1
2
2
億
円
を

見
込
ん
だ
。前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
は
4
、

2
5
4
億
円
と
、
14
年
度
当
初
予
算
で
見

込
ま
れ
た
1
兆
1
、3
4
9
億
円
と
比
べ
、

大
幅
に
少
な
い
。
た
だ
、
14
年
度
の
国
税

収
入
が
上
振
れ
し
て
、
交
付
税
の
原
資
が

増
え
た
場
合
、
15
年
度
へ
の
繰
越
金
も
そ

の
分
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

連
携
推
進
で
地
域
に
活
力

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

に
続
き
、
総
務
省
の
抱
え
る
課
題
の
解
決

に
向
け
た
「
元
気
を
つ
く
る
」「
命
を
ま

も
る
」「
便
利
な
く
ら
し
を
つ
く
る
」「
み

ん
な
の
安
心
を
ま
も
る
」「
国
の
仕
組
み

を
つ
く
る
」
と
い
う
5
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
予
算
要
求
。
重
点
が
置
か
れ
た
の

も
前
年
度
と
同
様
に
「
元
気
を
つ
く
る
」

で
、
地
方
創
生
の
観
点
も
踏
ま
え
、
地
域

活
性
化
策
を
多
く
盛
り
込
ん
だ
。

ま
ず
、
市
町
村
が
金
融
機
関
や
大
学
な

ど
と
連
携
し
て
地
域
密
着
型
の
産
業
育
成

を
進
め
る
「
地
域
の
元
気
創
造
プ
ラ
ン
」

を
展
開
す
る
た
め
の
関
連
施
策
を
大
幅
に

拡
充
。
事
業
立
ち
上
げ
の
初
期
投
資
を
支

援
す
る
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金

を
30
億
円
（
前
年
度
15
億
円
）
要
求
し
た

ほ
か
、
太
陽
光
や
ご
み
処
理
の
排
熱
な
ど

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
発
電

事
業
の
導
入
に
取
り
組
む
地
域
へ
の
支
援

を
継
続
す
る
。

人
口
20
万
人
以
上
の
地
方
都
市
が
近
隣

市
町
村
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
な
ど
で

連
携
す
る
地
方
中
枢
拠
点
都
市
圏
を
つ
く

る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
に
4
億
8
、
0
0

0
万
円
（
同
1
億
3
、
0
0
0
万
円
）
を

計
上
し
た
。
地
方
中
枢
拠
点
都
市
は
、
自

治
体
同
士
の
新
た
な
広
域
連
携
の
一
つ
。

人
口
減
少
社
会
で
は
、
市
町
村
単
独
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
の
が
困
難
な
状

況
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
拠
点
都
市
を
中

心
と
す
る
圏
域
を
全
国
に
つ
く
り
、
域
内

に
活
力
を
も
た
ら
す
戦
略
だ
。
14
年
度
の

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
盛
岡
市
や
広
島
市
な

ど
9
地
域
を
選
定
。
総
務
省
に
よ
る
と
、

「
人
口
20
万
人
以
上
」
な
ど
拠
点
都
市
の

要
件
を
満
た
す
市
は
全
国
に
61
あ
る
た

め
、
15
年
度
は
事
業
を
通
じ
て
広
域
連
携
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の
モ
デ
ル
地
域
の
掘
り
起
こ
し
に
力
を
入

れ
る
。

過
疎
対
策
で
は
、
基
幹
集
落
を
中
心
に

複
数
の
集
落
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
」
を

形
成
し
、
日
常
生
活
品
の
調
達
や
地
域
の

足
の
確
保
に
取
り
組
む
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化

推
進
交
付
金
の
中
に
必
要
経
費
と
し
て
10

億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

4
Ｋ
、
8
Ｋ
前
倒
し

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
に
よ
る
成

長
戦
略
も
重
視
。
Ｂ
Ｓ
に
よ
る
高
精
細
な

4
Ｋ
、
8
Ｋ
の
無
料
試
験
放
送
を
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
開
催
の
2
0
1
6
年
に

始
め
る
と
い
う
工
程
表
に
基
づ
き
、
準
備

を
進
め
る
た
め
の
経
費
17
億
円
を
計
上
。

4
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
で
の
試
験
放
送
は
20
年
に
始

め
る
予
定
だ
っ
た
が
、4
年
前
倒
し
す
る
。

4
Ｋ
は
フ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
4
倍
、
8

Ｋ
は
16
倍
の
解
像
度
を
持
つ
テ
レ
ビ
規

格
。
4
Ｋ
は
、
テ
レ
ビ
メ
ー
カ
ー
や
放
送

業
界
が
一
般
へ
の
認
知
度
向
上
の
た
め
に

連
合
を
組
み
、
今
年
6
月
に
世
界
に
先
駆

け
て
試
験
的
な
番
組
放
送
を
開
始
し
た
。

20
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

盛
り
上
げ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
環
と
し

て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
ス
マ
ー
ト
テ
レ

ビ
を
使
っ
て
、
地
域
住
民
の
生
活
支
援
情

報
を
提
供
す
る
実
証
実
験
な
ど
も
実
施
。

東
京
五
輪
開
催
に
向
け
た
外
国
人
観
光
客

の
受
け
入
れ
態
勢
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

各
地
で
の
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

も
支
援
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

情
報
通
信
機
器
を
利
用
し
て
、
時
間
や
場

所
に
と
ら
わ
れ
ず
に
仕
事
を
す
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
策
も
盛
り
込
ん
だ
。
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
に
つ
い
て
は
、
9
月
に
就
任

し
た
高
市
早
苗
総
務
相
が
「
私
自
身
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
」
と
述
べ
て
お
り
、
取
り
組

み
の
加
速
が
さ
さ
や
か
れ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
自
治
体
支
援

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
に
伴
い
都
道
府
県

や
市
町
村
が
進
め
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改

修
を
支
援
す
る
補
助
金
と
し
て
2
9
0
億

7
、0
0
0
万
円
を
計
上
。こ
れ
と
は
別

に
、
自
治
体
か
ら
14
年
度
分
の
補
助
金
を

め
ぐ
り「
不
足
」を
訴
え
る
声
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
へ
の
対
応
策
を
年
末
ま
で
に
検

討
す
る
方
針
で
、事
項
要
求
も
行
っ
て
い
る
。

消
防
関
係
で
は
、
大
規
模
災
害
時
に
全

国
の
消
防
機
関
か
ら
被
災
地
に
派
遣
さ
れ

る
「
緊
急
消
防
援
助
隊
」
の
充
実
・
強
化

を
進
め
る
ほ
か
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
力
の
向
上
に
力
を
入
れ
る
。
特

に
若
者
や
女
性
の
入
団
促
進
を
目
指
す
。

（
時
事
通
信
社
内
政
部　

丸
山　

実
子
）

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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町
の
概
要

新
冠
町
は
、
北
海
道
の
南
部
・
日
高
地
方

に
位
置
す
る
人
口
約
5
、
8
0
0
人
の
小
さ

な
ま
ち
で
す
。

競
馬
場
で
走
る
競
走
馬（
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
）

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、日
高
山
脈
の
主
峰
・

幌
尻
岳
（
標
高
2
、
0
5
2
ｍ
）
を
バ
ッ
ク

に
、
馬
が
の
ん
び
り
と
草
を
食
む
風
景
に
多

く
の
観
光
客
が
癒
し
を
求
め
て
や
っ
て
来
ま

す
。
新
冠
の
馬
づ
く
り
は
、
北
海
道
を
開
拓

し
た
先
駆
者
の
一
人
、
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン

が
馬
産
改
良
の
た
め
に
、
明
治
10
年
に
官
営

の
新
冠
牧
場
（
後
の
新
冠
御
料
牧
場
）
を
設

計
・
開
拓
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
現
在
で
は

全
国
で
活
躍
す
る
競
走
馬
の
約
8
割
が
こ
の

日
高
地
方
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
冠
町
か
ら
は
、
史
上
5
頭
目
の
3
冠
馬

と
し
て
名
を
残
す
ナ
リ
タ
ブ
ラ
イ
ア
ン
を
は

じ
め
、
数
多
く
の
名
馬
を
送
り
出
し
て
い
ま

す
。
国
道
2
3
5
号
線
か
ら
山
間
部
に
向
か

う
8
㎞
の
道
端
に
は
牧
場
が
連
な
り
「
サ
ラ

ブ
レ
ッ
ド
銀
座
通
り
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、

か
つ
て
タ
ー
フ
を
わ
か
せ
た
名
馬
達
も
余
生

を
送
っ
て
い
ま
す
。

軽
種
馬
産
業
以
外
に
も
新
冠
町
は
一
次
産

業
が
盛
ん
で
、
酪
農
、
畜
産
、
水
稲
と
農
業

生
産
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。近
年
は
、

特
に
そ
菜
・
肉
牛
生
産
が
伸
び
て
お
り
、
そ

菜
で
は
ピ
ー
マ
ン
が
全
道
一
位
の
生
産
地
と　

な
り
、
肉
牛
は
黒
毛
和
牛
の
生
産
が
軌
道
に

△
 

新
冠
町
内
に
あ
る
牧
場
で
の
風
景
。
新
冠
と
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
は
非
常
に
大
切
な
関
係
で
す
。

北海道

Ｎ

新冠町

現地レポート 地域資源を活かした活性化策

レ
・
コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

新に
い

冠か
っ
ぷ

町ち
ょ
う

北
海
道

〜
新
冠
町
の
人
口
減
少
対
策
〜
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乗
り
、「
新
冠
牛
」
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
が

確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
太
平
洋
に
面
し
た
新
冠
町
で
は
、

小
規
模
な
が
ら
魚
種
豊
富
な
季
節
の
鮮
魚
が

水
揚
げ
さ
れ
、
コ
ン
ブ　

ホ
ッ
キ
、
ウ
ニ
な

ど
の
資
源
を
管
理
す
る
栽
培
型
漁
業
と
、
沿

岸
漁
業
が
主
体
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
軽
種

馬
産
業
が
盛
ん
で
あ
る
要
因
に
、
気
候
の
良

さ
が
あ
り
ま
す
が
、
新
冠
が
位
置
す
る
北
海

道
南
部
、
日
高
地
方
の
海
岸
沿
い
は
北
海
道

で
も
温
暖
な
こ
と
で
知
ら
れ
、
年
間
を
通
じ

て
過
ご
し
や
す
い
気
候
が
続
き
ま
す
。
新
冠

町
は
年
間
平
均
気
温
9
℃
で
、
昼
夜
の
気
温

差
が
少
な
く
、
最
深
積
雪
量
は
19
㎝
と
、
積

雪
量
が
少
な
い
海
洋
性
気
候
で
、
北
海
道
に

あ
り
な
が
ら
除
雪
の
必
要
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

レ
・
コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

新
冠
町
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
は
、「
レ
・

コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
1
9
9

0
年
の
冬
に
町
内
音
楽
サ
ー
ク
ル
「
一
枚
の

レ
コ
ー
ド
」
か
ら
出
た
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
で

し
た
。「
レ
コ
ー
ド
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
散
逸
し
て
し
ま
い
貴
重
な
歴
史
的
価
値

の
あ
る
音
楽
文
化
が
間
違
い
な
く
消
滅
す

る
。
今
、
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
レ
コ
ー

ド
を
世
界
規
模
で
集
め
て
町
づ
く
り
が
出
来

た
ら
、
き
っ
と
文
化
の
香
り
高
い
町
が
造
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
21
世
紀
に
生
き
る
子

供
た
ち
の
た
め
に
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。」

と
い
う
熱
い
思
い
か
ら
で
し
た
。

当
時
、
新
し
い
町
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
た
新
冠
町
は
、
町
を
活
性
化
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
と
考
え
、「
レ
・
コ
ー

ド
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

「R
ecord

」
の
語
源
を
紐
解
く
と
、「R

e

」

に
は
「R

e
fre
s
h

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
、

「R
em
em
ber

リ
メ
ン
バ
ー
」、「R

elax

リ

ラ
ッ
ク
ス
」
な
ど
「
返
る
、
戻
る
、
再
び
、

新
た
に
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、「cord

」は
、

ラ
テ
ン
語
で
「
心
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
、「R

e

・cord

」
の
言
葉
に

は
「
心
が
返
る
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

レ
コ
ー
ド
の
一
枚
一
枚
に
は
、
持
ち
主
の

思
い
出
や
、
人
生
の
ド
ラ
マ
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
レ
コ
ー
ド
を
新
冠
町
で
大
切

に
保
管
し
、
い
つ
で
も
心
の
再
生
に
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
聴
体
験
文
化
交
流
施

設
「
レ
・
コ
ー
ド
館
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

レ
・
コ
ー
ド
館
に
は
現
在
、
全
国
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
90
万
枚
が
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
枚
一
枚
を
デ
ー
タ
管
理
し
、
自
分

の
思
い
出
の
レ
コ
ー
ド
を
い
つ
で
も
聞
く
事

が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
、
心
の
ふ
る
さ
と
と

し
て
何
度
も
新
冠
町
を
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー

が
全
国
各
地
に
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
・
コ
ー
ド
館
に
は
レ
コ
ー
ド
の

歴
史
を
学
ん
だ
り
、
貴
重
な
蓄
音
機
な
ど
の

展
示
品
を
見
学
で
き
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
世

界
最
高
峰
の
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ
ム
「
オ
ー

ル
ス
ト
レ
ー
ト
ホ
ー
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
シ
ス
テ

ム
」
に
よ
り
、
Ｃ
Ｄ
で
は
味
わ
う
事
の
で
き

な
い
、
迫
力
の
あ
る
繊
細
な
音
を
楽
し
む
事

が
で
き
ま
す
。

で
は
、
新
冠
町
な
ら
で
は
の
音
楽
と
密
接

な
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。
新
冠
町
と

昭
和
音
楽
大
学
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

△
 

オ
ー
プ
ン
か
ら
17
年
目
を
迎
え
た
「
レ
・
コ

ー
ド
館
」

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
思
い
出
の
レ
コ
ー
ド

を
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

△
 

判
官
館
森
林
公
園
か
ら
一
望
で
き
る
太
平
洋

と
新
冠
町
の
風
景

△ 

新
冠
町
と
昭
和
音
楽
大
学
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
の
一
コ
マ
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コ
ン
サ
ー
ト
は
新
冠
町
出
身
の
同
大
学
生
が

レ
・
コ
ー
ド
館
で
自
主
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
14
年
前
か
ら
続
い
て
い

ま
す
。
昭
和
音
大
と
新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部

と
の
技
術
交
流
か
ら
、
町
内
小
学
校
へ
訪
問

し
楽
器
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
課
外
授
業
、
そ

し
て
レ
・
コ
ー
ド
館
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

町
内
音
楽
サ
ー
ク
ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
レ
コ
ー
ド
の
良
さ
を
広
く
伝
え
る

べ
く
蓄
音
機
と
レ
コ
ー
ド
を
持
っ
て
出
掛
け

る
「
出
張
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」、
そ
の

年
に
解
禁
さ
れ
た
ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ
ー
を

レ
コ
ー
ド
を
聴
き
な
が
ら
味
わ
う
「
レ
コ
ー

ド
と
ワ
イ
ン
の
夕
べ
」
等
、
レ
コ
ー
ド
と
音

楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民
と
色
々
な

か
た
ち
で
関
わ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

レ
・
コ
ー
ド
館
は
平
成
9
年
に
オ
ー
プ
ン

し
、
多
く
の
来
館
者
に
支
え
ら
れ
17
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
も
全
国
か
ら
段
ボ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
に
思
い
出
が
つ
ま
っ
た
レ
コ
ー
ド

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
レ
・
コ
ー
ド
館
は
新

冠
町
の
文
化
・
交
流
・
観
光
の
中
心
施
設
と

し
て
、
ま
だ
ま
だ
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

新
冠
が
推
進
す
る

定
住
・
移
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
1
）
新
冠
町
の
人
口
減
少

新
冠
町
も
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
、

昭
和
35
年
当
時
で
1
万
1
千
人
程
い
た
人
口

が
、
平
成
19
年
に
は
6
千
人
を
切
る
ほ
ど
人

口
減
少
が
進
み
ま
し
た
。

こ
れ
を
深
刻
に
考
え
、
新
冠
町
は
平
成
18

年
か
ら
人
口
減
少
対
策
と
し
て
役
場
内
に

「
定
住
・
移
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
新
冠
町
へ
の
移
住
に
関

す
る
相
談
を
、
す
べ
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

で
受
け
付
け
、
個
別
に
移
住
相
談
に
乗
り
ま

し
た
。

（
2
）
宅
地
開
発
事
業

新
冠
町
は
、
新
た
な
住
宅
用
地
確
保
の
た

め
未
利
用
町
有
地
を
解
放
し
「
レ
・
コ
ー
ド

の
森
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
と
し
て
宅
地
分
譲
し

ま
し
た
。
広
大
な
敷
地
で
太
平
洋
を
一
望
す

る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
坪
単
価
約
2
万
円
の
低

価
格
が
評
判
で
、
70
区
画
が
約
5
年
で
完
売

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
60
世
帯

1
8
5
人
が
居
住
し
、自
治
会
も
新
設
さ
れ
、

新
た
な
町
内
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
町
外
か
ら
41
世

帯
、
1
2
3
人
が
移
住
し
、
新
冠
町
の
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
ま
し
た
。
こ
の
宅
地

分
譲
事
業
が
成
功
し
た
要
因
は
、
行
政
が
町

有
地
を
民
間
に
払
下
げ
、
民
間
企
業
体
が
宅

地
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り
開
発
事
業
費
を

抑
え
、
販
売
価
格
を
低
価
格
に
設
定
で
き
た

こ
と
。
ま
た
、
広
告
宣
伝
か
ら
販
売
ま
で
を

民
間
が
行
う
こ
と
に
よ
り
早
期
完
売
に
繋

が
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
さ
に
官
民
が

一
体
に
な
っ
た
と
い
え
る
事
業
で
し
た
。

現
在
、
隣
接
地
に
第
2
期
分
譲
地
を
開
発

し
「
レ
・
コ
ー
ド
の
森
ス
ウ
ィ
ー
ト
タ
ウ
ン
」

と
し
て
好
評
販
売
中
で
あ
り
ま
す
。

（
3
）
定
住
・
移
住
促
進
制
度
補
助
金

新
冠
町
に
住
宅
を
新
築
さ
れ
た
方
へ
の
支

援
制
度
と
し
て
「
定
住
・
移
住
促
進
制
度
補

助
金
」制
度
を
創
設
し
、金
銭
面
で
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
も
整
え
ま
し
た
。
な
お
、
町
内
業
者

で
住
宅
を
建
設
し
た
方
に
は
奨
励
金
額
を
優

遇
し
、
町
内
業
者
の
受
注
率
向
上
に
よ
る
経

済
効
果
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

①
住
宅
取
得
奨
励
金

（
町
内
業
者
で
住
宅
建
築
し
た
方
に
40

万
円
、
そ
れ
以
外
は
10
万
円
）

②
引
越
し
助
成
金

（
移
住
前
の
住
所
地
に
よ
っ
て
5
万
〜

30
万
円
ま
で
交
付
）

③
子
育
て
世
代
支
援
金

（
中
学
生
以
下
の
子
供
が
い
る
世
帯
に
、

最
高
5
年
間
の
固
定
資
産
税
補
助
）

④
住
宅
利
子
補
給
金

（
住
宅
ロ
ー
ン
の
補
助
制
度
、
町
内
業

者
で
建
築
し
た
者
の
み
対
象
）

△
 

多
く
の
移
住
者
に
よ
っ
て
新
た
な
自
治
会
が

誕
生
し
た「
レ
・
コ
ー
ド
の
森
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

△ 

子
育
て
世
代
の
夫
婦
も
安
心
し
て
移
住
で
き

る
と
好
評
の
「
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
」

新
冠
町
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
を
「
20

世
紀
の
音
楽
文
化
を
記
録
し
た
歴
史
遺
産
」

と
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
後
世
に
継
承
す
る
た

め
、「
レ
・
コ
ー
ド
1
0
0
万
枚
を
求
め
て
…
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
レ
コ
ー
ド
や
機
材
の

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
は
、

「
新
冠
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
生
涯

学
習
グ
ル
ー
プ
」
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

E-m
ail

　record01@
cocoa.ocn.ne.jp

電
話
番
号
　
0
1
4
6（
4
5
）7
8
3
3
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移
住
促
進
住
宅
「
ナ
ナ
カ
マ
ド
」
の

整
備

新
冠
町
内
の
民
間
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
は
常
に
満
室
状
態
で
あ
り
、
町
外
か
ら
の

受
け
皿
と
な
る
住
宅
が
不
足
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
当
時
、
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
教

員
住
宅
が
数
軒
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
は
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
こ
の
教
員
住
宅
を

移
住
者
向
け
の
賃
貸
住
宅
と
し
て
リ
フ
ォ
ー

ム
し
ま
し
た
。

入
居
条
件
を
町
外
の
若
年
層
世
帯
に
限
定

し
、
入
居
者
＝
移
住
者
（
人
口
増
加
）
と
し

ま
し
た
が
、
戸
建
て
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
、

月
額
3
万
円
の
低
家
賃
に
設
定
し
た
た
め
7

棟
の
住
宅
に
入
居
希
望
者
が
殺
到
し
、
抽
選

で
の
入
居
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
入
居
当
時

は
7
世
帯
18
人
で
あ
っ
た
の
が
、
各
世
帯
で

子
供
が
産
ま
れ
、
現
在
26
人
の
入
居
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。若
年
層
夫
婦
に
入
居
さ
せ
、

さ
ら
な
る
人
口
増
加
を
狙
っ
た
効
果
も
表
れ

ま
し
た
。
こ
の
住
宅
は
入
居
で
き
る
期
間
を

10
年
以
内
と
し
て
お
り
、
退
去
後
に
町
内
に

住
宅
を
取
得
し
、
定
住
さ
せ
る
こ
と
を
最
終

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

新
冠
町
は
全
国
的
に
知
名
度
も
無
く
、
札

幌
市
、
富
良
野
市
、
小
樽
市
な
ど
大
き
な
観

光
地
と
違
い
、
日
高
地
方
に
来
る
方
は
競
馬

フ
ァ
ン
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
田
舎
で
あ
り
な
が
ら
も
新
千
歳
空

港
へ
車
で
1
時
間
20
分
、
そ
こ
か
ら
羽
田
空

港
ま
で
は
1
時
間
30
分
と
首
都
圏
へ
も
日
帰

り
圏
内
で
、
道
都
・
札
幌
市
に
も
車
で
2
時

間
と
非
常
に
便
利
な
立
地
に
あ
り
ま
す
。

し
か
も
北
海
道
で
あ
り
な
が
ら
雪
の
心
配

が
い
ら
ず
、
海
の
幸
・
山
の
幸
が
豊
富
で
第

二
の
故
郷
と
し
て
最
高
の
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
。

本
編
で
は
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
温
泉
施

設
や
登
山
道
、
釣
り
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
訪
れ

た
方
を
満
足
さ
せ
る
魅
力
が
新
冠
に
は
沢
山

あ
り
ま
す
。

是
非
、
北
海
道
に
お
越
し
の
際
は
新
冠
へ

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
町
民
一
同
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

 

新
冠
町
長　

小
竹
國
昭

△
 

新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
は
、
露
天
風
呂

か
ら
太
平
洋
に
沈
む
夕
日
を
見
る
事
が
で
き

ま
す
。

のご加入がオススメです！
全国町村等職員の自動車共済 上乗せ  車両共済（保険）+

この車両共済(保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定搭乗者傷害等に加え「ご自身の
おクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風・いたずら・盗難など偶然な事故で損害を被ったときに共済（保険）金をお支払いします。

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店(千里）または損保ジャパン日本興亜の営業店にお問い合わせください。

●集団扱年一括払いによる割引で更に ％割引5
町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％42

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

保険料分割払(12回）も選択可能です。

※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員
　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください。
●フリーダイヤル　0120-731-087　(受付時間 月~金 9:30~17:00）
●FAX                03-3519-7325

〒100-0014　東京都千代田区永田町1-11-32　全国町村会館西館内
お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

 SJNK14-09042（2014.9.25作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜株式会社の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）または損保ジャパン日本興亜にお問い合わせください。 〈車両保険引受保険会社〉 損害保険ジャパン日本興亜株式会社団体・公務開発部第３課  03-3593-6456

「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が2014年９月１日に合併し誕生した会社です
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随 想

随随

想想

　

熊
本
県
の
南
に
位
置
し
、
宮
崎
県
に
接

し
て
い
る
多
良
木
町
は
、
町
の
中
央
を
東

西
に
日
本
三
大
急
流
の
一
つ
球
磨
川
が
流

れ
、
熊
本
県
の
文
化
財
の
80
％
を
有
す
る

球
磨
盆
地
の
中
に
あ
る
面
積
1
6
5
・
86

㎢
の
80
％
を
森
林
が
占
め
る
町
で
す
。
ご

多
分
に
も
れ
ず
、
人
口
減
少
、
少
子
・
高

齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
町
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
経
済
性
、
合
理

性
が
重
要
視
、
優
先
さ
れ
、
若
者
が
都
会

へ
都
会
へ
と
出
て
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
心
の
豊
か
さ
や
人
と
人
と
の
関
わ

り
、
絆
を
求
め
て
地
方
が
注
目
さ
れ
、
地

方
が
再
認
識
さ
れ
る
時
代
に
な
る
と
思
い

ま
す
し
、
地
方
が
活
性
化
し
な
い
と
日
本

は
駄
目
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

危
機
感
を
持
ち
危
惧
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
部
か
ら
一
山
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
流
れ
る
川
は
宮
崎
県
の
大
淀
川
に
注

い
で
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
に
「
限

界
集
落
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
槻
木
地
区
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
区
を
本
町
の
山
間
地

域
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
熊
本
大
学
の
徳
野

教
授
に
調
査
を
お
願
い
し
て
集
落
点
検
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
果
、約
90
％
の

住
民
が
「
不
便
だ
が
こ
こ
に
住
み
続
け
た

い
」
と
の
事
。
子
供
が
1
人
も
い
な
い
、
一

番
若
い
人
で
30
才
代
が
1
人
と
い
う
、
町

内
で
も
高
齢
化
率
が
一
番
高
い
地
区
で
す
。

　

何
故
若
者
が
居
な
い
か
？
働
く
場
所
が

な
い
か
ら
で
す
。
大
学
生
を
含
め
た
教
授

の
住
民
全
員
に
対
す
る
聞
取
り
調
査
の
結

果
報
告
は
、①
将
来
へ
の
不
安「
若
い
世
代
」

が
居
な
い
、②
定
住
意
志「
住
み
続
け
た
い
」

と
い
う
意
志
が
あ
る
、③
子
供
達
が
近
く

の
町
村
に
住
ん
で
い
る
。と
の
事
か
ら
次
の

三
つ
の
選
択
肢
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
集
落
の
自
然
消
滅
、
②
集
落
の
全
体

移
転
、
③
集
落
存
続
。
こ
れ
を
再
び
地
元

の
人
達
に
問
う
た
結
果
③
の
集
落
存
続
に

向
け
て
今
一
つ
頑
張
ろ
う
と
い
う
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
集
落
支
援
員
を
町
外
に
求
め
、

公
募
し
て
夫
婦
と
子
供
2
人
（
6
才
、
3

才
）
の
家
族
に
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
の

春
か
ら
新
一
年
生
と
し
て
通
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
7
年
間
休
校
状
態
だ
っ
た

小
学
校
を
再
開
校
し
ま
し
た
。
地
域
に
子

供
の
声
が
こ
だ
ま
す
る
明
る
さ
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
童
話
発
表
会
の
と
き
は
地
区

の
老
人
会
の
皆
さ
ん
30
名
が
聞
き
に
こ
ら

れ
た
そ
う
で
す
。ま
た
、こ
の
夏
休
み
に
は

た
っ
た
1
人
の
新
一
年
生
が
朝
6
時
半
か

ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
各
集
落
に
出
向
き
、

お
年
寄
り
の
方
々
と
元
気
よ
く
行
っ
て
い

ま
す
。
私
も
参
加
し
て
そ
の
光
景
を
見
ま

し
た
が
、明
る
さ
と
活
気
を
感
じ
ま
し
た
。

　

学
校
再
開
が
目
的
で
は
な
く
、
若
者
が

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
し
て
く
れ
る
、

雇
用
の
場
の
創
設
が
最
大
の
目
的
で
す
。

　

支
援
員
を
始
め
、
全
国
か
ら
注
目
を
浴

び
て
い
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
方
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
こ
れ
が
少
し
ず
つ
実
を

結
ん
で
い
く
と
「
限
界
集
落
」
も
見
直
さ

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
支
援
員
は
、
毎
日
各
家
庭
を
訪
問

し
安
否
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
ん
な
相

談
事
に
耳
を
傾
け
1
年
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
人
柄
も
手
伝
っ
て
地
元
住
民
の
方
々

と
も
打
ち
解
け
合
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
支
援
員
の
人
脈
で
月
に
一
回
、

以
前
住
ん
で
い
た
福
岡
市
に
槻
木
地
区
の

農
林
産
物
の
販
売
に
出
か
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
産
物
の
出
荷
者
も
回
を
追
う

ご
と
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
同
行
す

る
人
も
自
主
的
に
手
を
上
げ
て
参
加
さ

れ
、
や
る
気
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
支
援
員
の
積
極
的
な
行
動
の
一
つ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。更
な
る
出
荷
者
、出
荷
量

の
増
加
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
い
な
か
と
都
市
部
と

の
人
と
人
と
の
交
流
に
も
発
展
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
民
間
で
敷

設
し
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
自
然
豊
か
な
地
域
で

活
動
出
来
る
個
人
、
企
業
の
方
に
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
和
紙
の
原
料
で
あ
る
三
椏
（
み
つ

ま
た
）
の
群
生
地
も
あ
り
ま
す
し
、
町
有

材
も
約
2
、
0
0
0
ha
あ
り
、
平
成
23
年

よ
り
毎
年
10 

ha
程
度
を
皆
伐
し
て
植
栽
、

育
栽
、
間
伐
等
の
手
入
れ
を
す
る
雇
用
の

場
を
作
り
、
後
継
者
も
育
っ
て
来
て
い
ま

す
。
も
っ
と
も
っ
と
林
産
物
を
活
用
す
る

事
業
に
取
り
組
み
地
球
温
暖
化
防
止
、
環

境
保
全
に
結
び
つ
け
、
地
元
に
還
元
出
来

る
サ
イ
ク
ル
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

松ま
つ

本も
と

　照て
る

彦ひ
こ

▲熊本日日新聞（2014年7月3日朝刊）より

熊
本
県
多た

良ら

木ぎ

町
長

限
界
集
落
の
挑
戦


